
(57)【要約】

流体圧縮システムおよび方法に関し、詳細には、低圧に

ある流体が、流体によって圧縮され、その圧力を増加さ

せて前記システムから外部の放出ポイントで吐出させる

ことができる。該システムは、流体を第１の貯留部（１

０）に、支流路（１８ａ）を介して流入させるためおよ

び、流体を第２の貯留部（１２）に支流路（１８ｂ）を

介して流入させるための吸引流路（１８）を有している

。高いレベルの制御装置（４０）に達した後、ポンプ（

３２）が前記液体を前記第２の貯留部（１２）から前記

第１の貯留部に吐出する。前記第１の貯留部（１０）で

生じた増加した圧力は、ついに、吐出用逆止弁（２４）

での下流側圧力を超え、前記貯留部（１０）の上側部分

の前記流体は、放出のために前記貯留部（１０）から前

記吐出流路（２２）を通って外部のポイントにまで流出

されるように構成する。

【選択図】図１

JP 2004-506139 A 2004.2.26



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 吐 出
流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 圧 縮 し か つ そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流
路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 流 体 を 移 送 す
る た め に 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留
部 内 の 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 す る た め に 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に
接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 流 体 は 、 重 力 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 ２
の 貯 留 部 に 流 れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 ま で 汲 み
上 げ る た め の ポ ン プ を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制 御 す る た め に 、
前 記 第 ２ の 貯 留 部 と 結 合 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ と 結 合 す る 制 御 装 置 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ３
に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 降 下 す る こ と
に 応 答 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 す る こ と
に 応 答 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ の 流 路 内 に 置 か れ た 流 れ 制 御 弁 を さ ら に 有 し 、 該 流 れ 制 御 弁 は 、 前 記 第 １ の 流 路
を 通 っ て 流 体 が 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の 位 置 と 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 体 が 流
れ る こ と を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 を 動 き う る 請 求 項 ４ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に あ る 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 流 れ 制 御 弁 の
動 作 を 制 御 す る た め に 前 記 流 れ 制 御 弁 と 接 続 し て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ポ ン プ は 、 ま た 、 前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記
第 ２ の 流 路 に ま で 汲 み 上 げ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
選 択 的 に 前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部
に ま で 、 ま た は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 第 ２ の 貯 留 部 ま で 流 れ る
こ と を 可 能 と す る た め に 前 記 第 １ の 流 路 お よ び 第 ２ の 流 路 内 で 各 々 結 合 す る ２ つ の 流 れ 制
御 弁 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 流 体 は ２ 相 流 体 で あ り 、 前 記 ２ 相 流 体 の 液 体 部 分 は 、 各 貯 留 部 に お い て 、 前 記 気 体 部
分 か ら 分 離 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
流 体 を 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 に 導 入 す る 工 程 と 、 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の
前 記 流 体 を 圧 縮 し か つ 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 前
記 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 移 送 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内
の 前 記 流 体 の 残 り 部 分 の 一 部 を 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 す る 工 程 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮
方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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前 記 流 体 は 、 重 力 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 さ れ る 請 求 項
１ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ
る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 で の 予 め 定 め た 流 体 レ ベ ル に 応 答 し て 、 前 記 汲 み 上 げ を 制 御 す る 工 程
を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と に 応 答 し て 前 記 汲 み
上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 し た こ と に 応 答 し て 前 記 汲
み 上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 ２ の 流 路 内 に 流 れ 制 御 弁 を 設 け る 工 程 と 、 前 記 弁 を 、 流 体 が 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ
て 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 体 が 流 れ る こ と を 阻 止
す る 第 ２ の 位 置 と の 間 を 動 く 工 程 と 、 を 有 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に お け る 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 に 達 し た こ と に 応 答 し て 、 前 記 流
れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 流 体 を 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る
工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 汲 み 上 げ 工 程 は 、 同 一 の ポ ン プ に よ っ て 実 行 さ れ る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法
。
【 請 求 項 ２ ２ 】
選 択 的 に 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 、 ま た
は 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 流 す よ う に ２
つ の 流 れ 制 御 弁 を 作 動 さ せ る 工 程 を 有 す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 流 体 は 、 ２ 相 流 体 で あ り 、 前 記 流 体 の 液 体 部 分 は 各 貯 留 部 に お い て 、 気 体 部 分 か ら 分
離 さ れ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 吐 出
流 路 と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留
部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮 し そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧
力 の 下 で 、 流 体 を 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る た め の ポ ン プ と
、 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 流 路 お よ び
第 ２ の 流 路 内 で 、 選 択 的 に 前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 り 前 記
第 １ の 貯 留 部 に ま で 、 ま た は 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 り 、 前 記 第 ２ の
貯 留 部 ま で 流 れ る こ と を 可 能 に す る た め に 各 々 接 続 さ れ た ２ つ の 流 れ 制 御 弁 と を 有 す る と
と も に 、 前 記 ポ ン プ は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る 流 体
圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 貯 留 部 内 の 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制 御 す る た め に 、 各 貯 留 部
と 結 合 し か つ 前 記 ポ ン プ と 接 続 し た 制 御 装 置 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 流 体 圧 縮
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 流 れ 制 御 弁 と 接 続 し 、 前 記 貯 留 部 内 に あ る 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か
つ 前 記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
第 １ の 貯 留 部 か ら 第 ２ の 貯 留 部 へ 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 圧 縮 し そ れ を 前 記 第 ２ の
貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 前 記 流 体 を 汲 み 上 げ る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 が 予 め 定 め た 体 積 よ り 減 少 す る こ と に 応 答 す る 工 程 と 、 流
体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 ま で 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮
し 、 そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 汲 み 上 げ る 工 程 と 、 を 有 す
る 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 が 予 め 定 め た 体 積 よ り 減 少 す る こ と を 検 出 す る 工 程 と 、 流
体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に あ る 前 記 流 体 を 圧
縮 し か つ そ れ を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 汲 み 上 げ る 工 程 と 、
を 有 す る 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 相 互 参 照 用 記 入 事 項 ）
該 出 願 は 、 ２ ０ ０ ０ 年 ８ 月 ４ 日 に 出 願 し た 仮 出 願 、 第 ６ ０ ／ ２ ２ ２ ８ ６ ４ 号 の 優 先 権 主 張
出 願 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 概 要 ）
本 発 明 は 、 流 体 を 吐 出 し て 外 部 の 放 出 ポ イ ン ト ま で 移 送 す る た め の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム お よ
び 流 体 圧 縮 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
第 １ の 発 明 は 、 流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部
か ら 伸 び る 吐 出 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 圧 縮 し か つ そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部
か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部
へ 流 体 を 移 送 す る た め に 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、
前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 す る た め に 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記
第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と を 有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
第 ２ の 発 明 は 、 前 記 流 体 は 、 重 力 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を 通
っ て 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 流 れ る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
第 ３ の 発 明 は 、 さ ら に 、 前 記 流 体 を 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第
１ の 貯 留 部 ま で 汲 み 上 げ る た め の ポ ン プ を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ４ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制
御 す る た め に 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 と 結 合 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ と 結 合 す る 制 御 装 置 を さ ら に
有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ５ の 発 明 は 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ
り 降 下 す る こ と に 応 答 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ６ の 発 明 は 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ
り 上 昇 す る こ と に 応 答 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ７ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 流 路 内 に 置 か れ た 流 れ 制 御 弁 を さ ら に 有 し 、 該 流 れ 制 御 弁 は 、
前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 体 が 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の 位 置 と 、 前 記 第 １ の 流 路 を
通 っ て 流 体 が 流 れ る こ と を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 を 動 き う る 流 れ 制 御 弁 を さ ら に 有 す
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る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ８ の 発 明 は 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に あ る 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前
記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る た め に 前 記 流 れ 制 御 弁 と 接 続 し て い る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ９ の 発 明 は 、 前 記 ポ ン プ は 、 ま た 、 前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路
を 通 っ て 、 前 記 第 ２ の 流 路 に ま で 汲 み 上 げ る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 １ ０ の 発 明 は 、 選 択 的 に 前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、
前 記 第 １ の 貯 留 部 に ま で 、 ま た は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 第 ２ の
貯 留 部 ま で 流 れ る こ と を 可 能 と す る た め に 前 記 第 １ の 流 路 お よ び 第 ２ の 流 路 内 で 各 々 結 合
す る ２ つ の 流 れ 制 御 弁 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ １ の 発 明 は 、 前 記 流 体 は ２ 相 流 体 で あ り 、 前 記 ２ 相 流 体 の 液 体 部 分 は 、 各 貯 留 部 に お
い て 、 前 記 気 体 部 分 か ら 分 離 さ れ て い る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ ２ の 発 明 は 、 流 体 を 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 に 導 入 す る 工 程 と 、 流 体 を 前 記
第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮 し か つ 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め
の 圧 力 の 下 で 、 前 記 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 移 送 す る 工 程 と 、 前
記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 の 残 り 部 分 の 一 部 を 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 す る 工 程 と 、
を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ ３ の 発 明 は 、 前 記 流 体 は 、 重 力 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に
移 送 さ れ る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ ４ の 発 明 は 、 前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の
貯 留 部 に 汲 み 上 げ る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ ５ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 で の 予 め 定 め た 流 体 レ ベ ル に 応 答 し て 、 前 記 汲 み 上
げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ ６ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と に
応 答 し て 前 記 汲 み 上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ ７ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 し た こ と
に 応 答 し て 前 記 汲 み 上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ ８ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 流 路 内 に 流 れ 制 御 弁 を 設 け る 工 程 と 、 前 記 弁 を 、 流 体 が 前 記
第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 体 が
流 れ る こ と を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 を 動 く 工 程 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ ９ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に お け る 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 に 達 し た こ と に
応 答 し て 、 前 記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 ２ ０ の 発 明 は 、 前 記 流 体 を 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯
留 部 に 汲 み 上 げ る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 ２ １ の 発 明 は 、 前 記 汲 み 上 げ 工 程 は 、 同 一 の ポ ン プ に よ っ て 実 行 さ れ る 流 体 圧 縮 方 法 で
あ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
第 ２ ２ の 発 明 は 、 選 択 的 に 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 １
の 貯 留 部 へ 、 ま た は 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 ２ の 貯 留
部 へ 流 す よ う に ２ つ の 流 れ 制 御 弁 を 作 動 さ せ る 工 程 を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 ２ ３ の 発 明 は 、 前 記 流 体 は 、 ２ 相 流 体 で あ り 、 前 記 流 体 の 液 体 部 分 は 各 貯 留 部 に お い て
、 気 体 部 分 か ら 分 離 さ れ る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 ２ ４ の 発 明 は 、 流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留
部 か ら 伸 び る 吐 出 流 路 と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と
、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮 し そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流
出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 流 体 を 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ
る た め の ポ ン プ と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 前 記
第 １ の 流 路 お よ び 第 ２ の 流 路 内 で 、 選 択 的 に 前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １
の 流 路 を 通 り 前 記 第 １ の 貯 留 部 に ま で 、 ま た は 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を
通 り 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 ま で 流 れ る こ と を 可 能 に す る た め に 各 々 接 続 さ れ た ２ つ の 流 れ 制
御 弁 と を 有 す る と と も に 、 前 記 ポ ン プ は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部
に 汲 み 上 げ る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 ２ ５ の 発 明 は 、 前 記 貯 留 部 内 の 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制 御 す る
た め に 、 各 貯 留 部 と 結 合 し か つ 前 記 ポ ン プ と 接 続 し た 制 御 装 置 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 シ
ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 ２ ６ の 発 明 は 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 流 れ 制 御 弁 と 接 続 し 、 前 記 貯 留 部 内 に あ る 流 体 レ
ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 ２ ７ の 発 明 は 、 第 １ の 貯 留 部 か ら 第 ２ の 貯 留 部 へ 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 圧 縮 し
そ れ を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 前 記 流 体 を 汲
み 上 げ る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 が 予 め 定 め た 体 積 よ り 減 少 す る こ と に 応
答 す る 工 程 と 、 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 ま で 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内
の 前 記 流 体 を 圧 縮 し 、 そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 汲 み 上 げ
る 工 程 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ２ ８ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 が 予 め 定 め た 体 積 よ り 減 少 す る こ と を 検
出 す る 工 程 と 、 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に
あ る 前 記 流 体 を 圧 縮 し か つ そ れ を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 汲
み 上 げ る 工 程 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 発 明 の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム お よ び 流 体 圧 縮 方 法 が 、 図 １ に 示 さ れ
て い る 。
図 １ に よ る と 、 ２ 個 の 流 体 貯 留 部 １ ０ 、 １ ２ が 、 前 記 貯 留 部 １ ２ の 上 に 前 記 貯 留 部 １ ０ が
位 置 す る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。 該 貯 留 部 １ ０ の 下 側 部 分 は 、 流 体 の 流 路 １ ４ ａ に よ
っ て 、 前 記 貯 留 部 １ ２ と 連 結 し 、 該 貯 留 部 １ ０ の 上 側 部 分 は 、 流 路 １ ４ ｂ に よ っ て 、 前 記
貯 留 部 １ ２ と 連 結 し て い る 。 ２ 個 の 弁 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ は 、 前 記 流 路 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に 設 け
ら れ 、 前 記 流 路 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を 通 じ て 各 々 流 体 が 内 部 を 流 れ る こ と を 可 能 と す る 開 放 位
置 と 、 前 記 流 路 を 通 る 流 れ を 阻 止 す る 閉 鎖 位 置 と の 間 を 動 き 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
比 較 的 低 圧 の 流 体 が 流 路 １ ８ お よ び ２ つ の 支 流 路 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ を 各 々 通 っ て 前 記 貯 留 部
１ ０ 、 １ ２ に 導 入 さ れ る 。 該 流 体 は 、 単 一 相 流 体 、 す な わ ち 、 液 体 ま た は 気 体 、 ま た は 、
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地 表 下 の 油 井 か ら の 処 理 さ れ て い な い 流 体 の よ う な 液 体 お よ び 気 体 を 含 む ２ 相 流 体 で も 良
い 。 ２ つ の 逆 止 弁 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ が 、 支 流 路 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ に 各 々 設 け ら れ て 、 矢 印 で 示
さ れ た 方 向 に 、 前 記 流 路 を 通 じ て 一 方 向 の 流 れ を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
吐 出 流 路 ２ ２ は 、 前 記 貯 留 部 １ ０ か ら 伸 び 、 逆 止 弁 ２ ４ は 、 前 記 流 路 ２ ２ に 設 け ら れ て 、
矢 印 で 示 さ れ た 方 向 に 沿 っ た 流 れ を 通 し て 、 一 方 向 の 流 れ を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
他 の 流 路 ３ ０ が 、 前 記 貯 留 部 １ ２ の 底 か ら 前 記 貯 留 部 １ ０ の 底 に 伸 び 、 ロ ー タ リ ー ポ ン プ
３ ２ が 前 記 流 路 ３ ０ に 接 続 し て 、 前 記 貯 留 部 １ ２ か ら 前 記 貯 留 部 １ ０ に 流 体 を 汲 み 上 げ る
。 逆 止 弁 ３ ４ が 前 記 流 路 ３ ０ に 位 置 し 、 前 記 流 路 ３ ０ を 通 し た 流 体 の 一 方 向 の 流 れ を 保 証
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
レ ベ ル 制 御 装 置 ３ ６ は 前 記 貯 留 部 １ ２ の 下 側 部 分 と 連 結 し 、 前 記 貯 留 部 内 の 前 記 レ ベ ル が
予 め 定 め た 値 よ り 下 が っ た こ と を 検 知 し て 出 力 信 号 を 生 成 す る 通 常 の 態 様 で 作 動 す る 。 前
記 装 置 ３ ６ は 、 前 記 ポ ン プ ３ ２ と 、 電 気 伝 導 体 ３ ８ （ 破 線 で 示 す ） を 通 し て 接 続 さ れ て お
り 、 セ ン サ 等 （ 図 示 せ ず ） が 前 記 ポ ン プ と 連 結 し 、 前 記 貯 留 部 内 の 流 体 の レ ベ ル が 予 め 定
め た 値 よ り 下 が っ た 場 合 に 、 前 記 出 力 信 号 に 応 答 し て 前 記 ポ ン プ を 遮 断 す る た め に 前 記 電
気 伝 導 体 ３ ８ と 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
前 記 装 置 ３ ６ は 、 ま た 、 後 者 の 出 力 信 号 に 応 答 し て 上 述 し た 態 様 で 弁 を 作 動 さ せ る た め に
、 前 記 電 気 伝 導 体 ３ ８ の 支 線 を 介 し て 、 前 記 弁 １ ６ ａ と 電 気 的 に 接 続 し 、 セ ン サ 等 （ 図 示
せ ず ） が 、 後 者 の 弁 と 結 合 し 、 前 記 支 線 と 接 続 す る 。 前 記 レ ベ ル 制 御 装 置 ３ ６ は 、 前 記 弁
を 動 か す の と 同 様 な 態 様 で 、 前 記 弁 １ ６ ｂ と 結 合 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 明 瞭 さ の た め
に 図 １ に は 示 し て い な い 点 を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
レ ベ ル 制 御 装 置 ４ ０ が 、 前 記 貯 留 部 １ ２ の 上 側 部 分 と 結 合 し 、 前 記 貯 留 部 の レ ベ ル が 予 め
定 め た 値 よ り 上 昇 し た こ と を 検 知 し て 出 力 信 号 を 生 成 す る 通 常 の 態 様 で 作 動 す る 。 前 記 貯
留 部 内 の 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 す る 場 合 に 後 者 の 出 力 信 号 に 応 答 し て 前 記 ポ
ン プ を 駆 動 す る た め に 、 前 記 装 置 ４ ０ は 前 記 ポ ン プ ３ ２ と 電 気 伝 導 体 ４ ２ （ 破 線 で 示 す ）
を 介 し て 電 気 的 に 接 続 し 、 セ ン サ 等 （ 図 示 せ ず ） が 前 記 ポ ン プ と 結 合 し 、 か つ 前 記 電 気 伝
導 体 ４ ２ と 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
前 記 装 置 ４ ０ は 、 ま た 、 後 者 の 出 力 信 号 に 応 答 し 上 述 し た 態 様 で 作 動 さ せ る た め に 、 前 記
弁 １ ６ ａ と 、 電 気 伝 導 体 ４ ２ の 支 線 を 介 し て 、 電 気 的 に 接 続 し 、 セ ン サ 等 （ 図 示 せ ず ） が
、 後 者 の 弁 と 連 結 し 、 前 記 分 岐 線 と 接 続 す る 。 前 記 レ ベ ル 制 御 装 置 ４ ０ は 、 ま た 、 前 記 弁
１ ６ ｂ と 接 続 し て 、 同 様 な 態 様 で 、 前 記 弁 を 作 動 さ せ る が 、 明 瞭 さ の た め に 、 図 １ に は 示
し て い な い 点 を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
動 作 上 、 前 記 シ ス テ ム は 、 停 止 モ ー ド に あ り 、 前 記 貯 留 部 １ ０ 、 １ ２ は 、 流 路 １ ８ に お け
る 吸 引 口 の 圧 力 で 、 ２ 相 流 体 を 収 容 す る こ と が 仮 定 さ れ て い る 。 前 記 貯 留 部 １ ０ 、 １ ２ で
の 前 記 ２ 相 流 体 の 液 体 部 分 は 、 各 貯 留 部 の 下 側 部 分 に 、 重 力 に よ っ て 降 下 し 、 気 相 部 分 は
各 貯 留 部 の 上 側 部 分 に 集 ま る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
サ イ ク ル の 初 期 で は 、 前 記 弁 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ は 閉 じ て お り 、 前 記 貯 留 部 １ ２ の 前 記 流 体 レ
ベ ル が 上 述 し た 予 め 定 め た 比 較 的 高 い レ ベ ル に 達 す る ま で 、 追 加 の 流 体 が 前 記 流 路 １ ８ ａ
、 １ ８ ｂ を 介 し て 、 ま た は 外 部 源 か ら の 流 体 に よ っ て 、 前 記 流 体 レ ベ ル 前 記 貯 留 部 １ ０ 、
１ ２ に 導 入 さ れ る と 、 前 記 制 御 装 置 ４ ０ は 応 答 し て 前 記 ポ ン プ ３ ２ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
前 記 ポ ン プ ３ ２ は 、 こ の よ う に し て 、 前 記 流 路 ３ ０ を 通 し て 前 記 貯 留 部 １ ２ の 下 側 部 分 に
お け る 流 体 を 、 前 記 貯 留 部 １ ０ の 下 側 に ま で 汲 み 上 げ る 。 前 記 貯 留 部 １ ０ に 導 入 す る 液 体
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が 、 後 者 の 貯 留 部 に あ る 該 液 体 お よ び 気 体 を 圧 縮 し て 、 前 記 貯 留 部 １ ０ 内 の 流 体 圧 力 を 増
加 さ せ る 。 前 記 貯 留 部 １ ０ 内 の 圧 力 が 吐 出 用 逆 止 弁 ２ ４ の 下 流 側 の 圧 力 を 越 え る と 、 主 と
し て 気 体 か ら な る 前 記 貯 留 部 １ ０ の 上 側 部 分 に お け る 流 体 が 、 前 記 貯 留 部 １ ０ か ら 前 記 吐
出 流 路 ２ ２ に 、 そ し て そ れ を 通 っ て 流 出 さ れ る 。 ま た 、 前 記 貯 留 部 １ ０ 内 の 流 体 レ ベ ル が
増 大 す る の で 、 あ る 量 の 液 体 は 吐 出 流 路 ２ ２ に 、 か つ そ れ を 通 っ て 流 れ る だ ろ う 。 前 記 吐
出 流 路 ２ ２ 内 の こ の 流 体 は 、 比 較 的 高 い 圧 力 に あ る の で 、 そ れ は 、 外 部 の 放 出 ポ イ ン ト に
ま で 流 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 動 作 の 際 に 、 前 記 貯 留 部 １ ０ 内 の 圧 力 は 増 大 し 、 前 記 貯 留 部 １ ２ 内 の 圧 力 は 減 少 す る
。 前 記 貯 留 部 １ ２ 内 の 圧 力 が 、 前 記 流 路 １ ８ で の 圧 力 よ り も 低 い 値 に ま で 減 少 す る と 、 前
記 流 路 １ ８ か ら 追 加 の 流 体 が 、 前 記 流 路 １ ８ ｂ を 介 し て 前 記 貯 留 部 １ ２ に 移 る 。 こ の 動 作
は 、 前 記 貯 留 部 １ ２ で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 、 レ ベ ル 制 御 装 置 ３ ６ に よ っ て 検 知 さ れ る 予 め
定 め た 比 較 的 低 い レ ベ ル に ま で 下 が る ま で 続 け ら れ る 。 す る と 、 前 記 ポ ン プ ３ ２ は 、 上 述
し た よ う に し て 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
前 記 弁 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ は 、 そ れ か ら 、 開 放 さ れ て 、 各 々 、 前 記 貯 留 部 １ ０ の 下 側 に あ る 主
と し て 液 体 か ら な る 流 体 が 、 重 力 に よ っ て 、 流 路 １ ４ ａ を 介 し て 前 記 貯 留 部 １ ２ に 流 れ 、
前 記 貯 留 部 １ ０ の 上 側 に あ る 主 と し て 気 体 で あ る 流 体 が 、 前 記 流 路 １ ４ ｂ を 介 し て 、 前 記
貯 留 部 １ ２ に ま で 流 れ 、 前 記 貯 留 部 に 流 出 し た 液 体 を 元 に 戻 し 、 前 記 貯 留 部 １ ０ と 、 １ ２
と の 間 の 圧 力 を 均 一 化 す る 。 こ れ が 生 ず る と 、 前 記 シ ス テ ム は 上 述 し た よ う な 停 止 状 態 に
達 し 、 新 し い サ イ ク ル の た め の 準 備 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
第 ２ の 実 施 の 形 態 が 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 図 ２ に よ る と 、 ２ つ の 流 体 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ が
、 ２ つ の 流 路 ５ ４ 、 ５ ５ に よ っ て 相 互 に 接 続 さ れ 各 上 側 部 分 が 並 ん だ 状 態 で 設 け ら れ て い
る 。 ２ つ の 逆 止 弁 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ が 、 前 記 流 路 ５ ４ で 接 続 さ れ 、 ２ つ の 逆 止 弁 ５ ７ ａ 、 ５
７ ｂ は 、 前 記 流 路 ５ ５ で 接 続 さ れ て い る 。 前 記 逆 止 弁 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ 、 ５ ７ ａ 、 ５ ７ ｂ は
、 流 路 ５ ４ 、 ５ ５ を 介 し て 、 矢 印 で 示 さ れ た 方 向 に 沿 っ て 、 一 方 向 の 流 れ を 許 す よ う に 形
成 さ れ か つ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
流 路 ５ ８ は 、 前 記 流 路 ５ ４ と 連 結 し 、 吐 出 流 路 ６ ０ が 前 記 流 路 ５ ５ か ら 伸 び る 。 流 体 は 流
路 ５ ８ を 介 し て 、 貯 留 部 ５ ０ お よ び ／ ま た は ５ ２ に 選 択 的 に 導 入 さ れ 、 上 述 し た よ う な 条
件 の 下 で 、 前 記 貯 留 部 か ら 流 路 ６ ０ を 介 し て 吐 出 さ れ る 。 前 記 流 体 は 、 単 一 相 流 体 、 す な
わ ち 、 液 体 ま た は 気 体 、 ま た は 、 地 表 下 の 油 井 か ら の 未 処 理 流 体 の よ う な 液 体 お よ び 気 体
か ら な る 二 相 流 体 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
流 路 ６ ６ は 、 ま た 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ の 下 側 部 分 と 接 続 し 、 ３ 方 向 弁 ６ ７ が 、 前 記 流 路
６ ６ と 接 続 し て い る 。 流 路 ７ ０ は 、 前 記 弁 ６ ７ と ロ ー タ リ ー ポ ン プ ７ ２ と の 間 に 伸 び 、 前
記 ロ ー タ リ ー ポ ン プ ７ ２ は 、 上 述 し た 態 様 で 、 液 体 を ２ つ の 方 向 に 各 々 汲 み 上 げ る ２ つ の
動 作 モ ー ド の 間 で 切 り 替 え 可 能 で あ る 。 流 路 ７ ４ は 、 ま た 前 記 ポ ン プ ７ ２ と 接 続 さ れ 、 か
つ 、 ２ つ の 支 流 路 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ に 分 岐 し 、 前 記 流 路 ７ ４ 、 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ の 合 流 点 に ３
方 弁 ７ ５ が 位 置 す る 。 前 記 流 路 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ は 、 前 記 弁 ７ ５ か ら 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２
の 下 側 部 分 ま で 各 々 伸 び る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
前 記 ３ 方 弁 ６ ７ 、 ７ ５ は 、 機 構 的 に 提 携 し て 接 続 さ れ 、 そ れ 自 身 、 各 弁 が 流 体 を １ の 方 向
に 流 れ る こ と を 可 能 に す る 第 １ の 位 置 、 各 弁 が 、 流 体 を 反 対 方 向 に 流 す 第 ２ の 位 置 、 お よ
び 、 各 弁 が 流 れ を 阻 止 す る 第 ３ の 閉 鎖 位 置 の 間 を 一 緒 に 動 く こ と が 理 解 さ れ る 。 こ れ ら の
弁 ６ ７ 、 ７ ５ は 、 従 来 通 り な の で 、 そ れ ら は こ れ 以 上 詳 細 に は 記 述 し な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
２ つ の レ ベ ル 制 御 装 置 ７ ６ ａ 、 ７ ６ ｂ は 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ の 下 側 部 分 と 各 々 連 結 し
、 各 々 は 、 従 来 通 り の 態 様 で 作 動 し て そ の 対 応 す る 貯 留 部 内 の レ ベ ル が 、 予 め 定 め た 値 よ
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り 下 が る こ と を 検 知 し て 出 力 信 号 を 生 成 す る 。 前 記 装 置 ７ ６ ａ 、 ７ ６ ｂ は 前 記 ポ ン プ ７ ２
と 、 ２ つ の 電 気 的 伝 導 体 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ を 介 し て 各 々 （ 破 線 で 示 す よ う に ） 接 続 し て い る
。 セ ン サ 等 （ 図 示 せ ず ） は 、 記 述 す る よ う に 、 ポ ン プ ７ ２ と 接 続 し 、 前 記 ポ ン プ を 停 止 し
ま た は 前 記 ポ ン プ の 汲 み 上 げ 方 向 を 逆 転 す る た め に 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ の ど ち ら か の 前
記 流 体 レ ベ ル が 上 述 し た 予 め 定 め た 値 よ り 下 が っ た 場 合 に 出 力 信 号 に 応 答 す る た め に 前 記
伝 導 体 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ と 各 々 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
セ ン サ 等 （ 図 示 せ ず ） は 、 前 記 弁 ６ ７ と 接 続 し 、 お よ び 前 記 レ ベ ル 制 御 装 置 ７ ６ ａ 、 ７ ６
ｂ と 、 伝 導 体 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ の 支 線 を 介 し て 接 続 す る 。 後 者 の セ ン サ は 、 ま た 、 前 記 弁 ５
７ を 上 述 し た 位 置 に 動 か す た め に 、 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ 内 の ど ち ら か の 流 体 レ ベ ル が 、 上 述
し た 予 め 定 め た 値 よ り 下 が っ た 場 合 に は 、 出 力 信 号 に 応 答 す る 。 前 記 弁 ６ ７ 、 ７ ５ は 機 構
的 に 接 続 さ れ て い る の で 、 前 記 弁 ６ ７ の 動 作 は 、 前 記 弁 ７ ５ の 対 応 す る 動 作 を 引 き 起 こ す
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
２ つ の レ ベ ル 制 御 装 置 ８ ０ ａ 、 ８ ０ ｂ は 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ の 上 側 位 置 と 各 々 結 合 し 、
各 々 は 従 来 通 り の 態 様 で 作 動 し 、 そ の 対 応 す る 貯 留 部 に お け る レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り
上 昇 し て い る こ と を 検 知 し 、 出 力 信 号 を 生 成 す る 。 前 記 装 置 ８ ０ ａ 、 ８ ０ ｂ が ま た ポ ン プ
７ ２ と 、 ２ つ の 電 気 的 伝 導 体 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ （ 破 線 で 示 す ） を 通 し て 各 々 接 続 し て い る 。
前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ 内 の 流 体 レ ベ ル が 上 述 し た 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 し た 場 合 に 後 者 の
出 力 信 号 に 応 答 し 汲 み 上 げ を 開 始 す る た め に 、 セ ン サ 等 （ 図 示 せ ず ） が 、 前 記 ポ ン プ ７ ２
と 結 合 し 、 伝 導 体 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ と 接 続 し て い る 。 前 記 レ ベ ル 制 御 装 置 ８ ０ ａ 、 ８ ０ ｂ は
、 記 述 す る で あ ろ う シ ス テ ム の 動 作 開 始 の 間 、 排 他 的 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
動 作 に お い て 、 前 記 シ ス テ ム は 停 止 モ ー ド に あ っ て 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ は 流 路 ５ ８ の
吸 入 口 で の 圧 力 で ２ 相 流 体 を 収 容 す る こ と が 仮 定 さ れ て い る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 の よ う に
、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ の 双 方 に お け る ２ 相 流 体 の 液 体 部 分 は 、 重 力 に よ っ て 各 貯 留 部 の
下 側 部 分 に ま で 下 が り 、 気 体 部 分 は 、 各 貯 留 部 の 上 側 部 分 に 集 ま る 。 ま た 、 前 記 弁 ６ ７ 、
７ ５ は 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ か ら 前 記 貯 留 部 ５ ２ に 、 上 述 し た 態 様 で 流 れ る こ と を 可 能 と す る
上 述 し た 第 １ の 位 置 に あ る こ と が ま た 仮 定 さ れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
該 サ イ ク ル の 初 期 に お い て 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ に お け る 前 記 液 体 レ ベ ル が 前 記 流 路 ５
８ か ら 前 記 流 路 ５ ４ へ の 流 れ を 通 じ て 自 然 に 、 ま た は 、 外 部 源 か ら の 液 体 を 追 加 す る こ と
に よ っ て 上 昇 す る 。 も し 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 の 流 体 レ ベ ル が 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ｂ の レ ベ ル
に ま で 到 達 す る 前 に 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ａ の 前 記 レ
ベ ル に ま で 到 達 す る と 、 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ａ は 前 記 ポ ン プ ７ ２ 内 に あ る セ ン サ に 信 号 を 出
力 し て 、 上 述 し た よ う な 前 記 第 １ の 動 作 モ ー ド に お い て そ れ を 駆 動 さ せ る 。 前 記 ポ ン プ ７
２ は 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ の 下 側 部 分 に お け る 前 記 液 体 を 、 前 記 流 路 ７ ４ ａ 、 前 記 弁 ７ ５ 、 流
路 ７ ４ 、 ポ ン プ 、 お よ び 前 記 流 路 ７ ０ 、 お よ び 前 記 弁 ６ ７ お よ び 前 記 貯 留 部 ５ ２ へ の 流 路
６ ６ を 介 し て 汲 み 上 げ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
前 記 貯 留 部 ５ ２ に 流 入 す る 前 記 液 体 は 、 後 者 の 貯 留 部 内 に あ る 前 記 流 体 を 圧 縮 し て 、 前 記
貯 留 部 内 で の 流 体 圧 力 を 増 加 さ せ る 。 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 で の 圧 力 が 、 吐 出 用 逆 止 弁 ５ ７ ｂ
で の 下 流 側 圧 力 を 超 え る 場 合 に は 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 の 前 記 流 体 は 、 前 記 貯 留 部 か ら 前 記
流 路 ５ ５ を 通 っ て 流 出 さ れ 、 前 記 吐 出 流 路 ６ ０ を 通 っ て 、 外 部 の 放 出 ポ イ ン ト ま で 流 れ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
上 記 動 作 の 間 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ で の 前 記 圧 力 が 増 加 し 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ で の 前 記 圧 力 は 減
少 す る 。 前 記 貯 留 部 ５ ０ で の 前 記 圧 力 が 前 記 流 路 ５ ８ 、 ５ ４ で の 前 記 圧 力 よ り も 低 い 値 に
減 少 す る と 、 前 記 流 路 ５ ８ 、 ５ ４ か ら の 追 加 の 流 体 が 前 記 貯 留 部 ５ ０ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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こ の 動 作 は 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ で の 流 体 レ ベ ル が 、 前 記 レ ベ ル 制 御 装 置 ７ ６ ａ に よ っ て 検 知
さ れ る 予 め 定 め た 比 較 的 低 い レ ベ ル に ま で 下 が る ま で 継 続 さ れ る 。 こ れ が 生 ず る と 、 前 記
ポ ン プ ７ ２ は 、 上 述 し た 流 れ の 方 向 に 反 す る 方 向 に 流 体 を 汲 み 上 げ る と い う 上 述 し た そ の
第 ２ の 動 作 モ ー ド に 切 り 換 え ら れ る 。 前 記 弁 ６ ７ 、 ７ ５ は 、 ま た 、 上 述 し た 第 ２ の 位 置 に
動 く 。 こ れ は 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 の 流 体 の 流 れ が 、 前 記 流 路 ７ ４ ｂ 、 前 記 弁 ７ ５ 、 前 記 流
路 ７ ４ 、 前 記 ポ ン プ 、 お よ び 前 記 流 路 ７ ０ を 通 る こ と を 可 能 と す る 。 こ の 流 れ は 、 前 記 制
御 装 置 ７ ６ ｂ が 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 で の 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と を 検 出
し て 前 記 弁 ６ ７ と 結 合 し て い る セ ン サ に 信 号 を 出 力 す る ま で 継 続 す る 。 こ の よ う に し て 、
前 記 ポ ン プ ７ ２ を そ の 第 １ の 動 作 モ ー ド に 元 に 戻 す か 、 切 断 し て 、 前 記 弁 ６ ７ 、 ７ ５ を そ
の 第 １ の 位 置 に 戻 す 。 こ れ が 生 ず る と 、 そ の シ ス テ ム は 、 新 し い サ イ ク ル の 準 備 が で き る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
も し 、 上 述 し た サ イ ク ル の 初 期 に お い て 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 、 前 記 貯
留 部 ５ ０ で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ａ の レ ベ ル に 到 達 す る 前 に 、 前 記 制 御 装
置 ８ ０ ｂ の レ ベ ル に 到 達 す る な ら ば 、 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ｂ は 、 前 記 ポ ン プ ７ ２ （ そ れ は 、
前 の サ イ ク ル で は 停 止 さ れ て い る と 仮 定 す る ） を 駆 動 す る た め に 前 記 ポ ン プ ７ ２ の セ ン サ
に 信 号 を 出 力 す る 。 前 記 ６ ７ 、 ７ ５ は 、 す で に 上 述 し た 第 ２ の 位 置 に あ る の で 、 前 記 ポ ン
プ ７ ２ は 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ の 下 側 部 分 に あ る 液 体 を 前 記 流 路 ７ ４ ｂ 、 前 記 弁 ７ ５ 、 前 記 流
路 ７ ４ 、 前 記 ポ ン プ お よ び 前 記 流 路 ７ ０ を 通 っ て お よ び 前 記 弁 ６ ７ お よ び 前 記 流 路 ６ ６ を
通 っ て 前 記 貯 留 部 ５ ０ に ま で 汲 み 上 げ る 。 前 記 貯 留 部 ５ ０ に 流 入 す る 液 体 は 、 後 者 の 貯 留
部 に あ る 流 体 を 圧 縮 し て 前 記 貯 留 部 に あ る 流 体 圧 力 を 増 加 さ せ る 。 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 前
記 圧 力 が 吐 出 用 逆 止 弁 ５ ７ ａ で 下 流 側 の 圧 力 を 超 え る な ら ば 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 前 記 流
体 は 前 記 貯 留 部 か ら 前 記 流 路 ５ ５ お よ び 前 記 吐 出 流 路 ６ ０ を 通 っ て 流 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 記 動 作 の 間 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 圧 力 は 増 加 し 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 の 圧 力 は 減 少 す る 。
前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 の 前 記 圧 力 が 、 前 記 流 路 ５ ８ 、 ５ ４ 内 の 前 記 圧 力 よ り も 低 い 値 に ま で 減
少 す る と 、 前 記 流 路 ５ ８ 、 ５ ４ か ら の 追 加 の 流 体 が 前 記 貯 留 部 ５ ２ 内 に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の 動 作 は 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 、 前 記 レ ベ ル 制 御 装 置 ７ ６ ｂ に よ っ て
検 知 さ れ る 予 め 定 め た 比 較 的 低 い レ ベ ル に ま で 下 が る ま で 継 続 さ れ る 。 こ れ が 起 こ る と 、
前 記 ポ ン プ ７ ２ は そ の 第 １ の 動 作 モ ー ド に 切 り 替 え ら れ 、 前 記 弁 ６ ７ 、 ７ ５ は そ の 第 １ の
位 置 に ま で 動 く 。 こ う し て 、 流 体 は 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ か ら 前 記 流 路 ７ ４ ａ 、 前 記 弁 ７ ５ 、
前 記 流 路 ７ ４ 、 前 記 ポ ン プ お よ び 前 記 流 路 ７ ０ を 通 り 、 さ ら に 前 記 弁 ６ ７ を 通 っ て 、 前 記
流 路 ６ ６ お よ び 前 記 貯 留 部 ５ ２ ま で 流 れ る 。 こ れ は 、 前 記 制 御 装 置 ７ ６ ｂ が 前 記 貯 留 部 ５
０ 内 に あ る 前 記 流 体 レ ベ ル が 前 記 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と を 検 出 す る ま で 継 続 し 、 前
記 ポ ン プ ７ ２ を 、 そ の 第 ２ の 動 作 モ ー ド へ の 回 帰 か ま た は 停 止 か の い ず れ か に 強 い る と と
も に 、 前 記 弁 ６ ７ 、 ７ ５ を 、 そ の 第 ２ の 位 置 に ま で 戻 さ せ る 。 こ れ が 生 ず る と 、 前 記 シ ス
テ ム は 、 新 し い サ イ ク ル の 準 備 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
前 記 シ ス テ ム が 、 最 初 に 起 動 さ れ る と 、 も し 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 前 記 レ ベ ル が 前 記 制 御 装
置 ８ ０ ａ の 高 さ に 相 当 す る そ の 最 大 の 状 態 に な い な ら ば 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 前 記 レ ベ ル
が 、 前 記 制 御 装 置 ７ ６ ａ の 前 記 レ ベ ル の 上 で あ る 限 り は 、 供 給 が 開 始 で き る 点 を 理 解 す べ
き で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 で の 液 体 の 前 記 レ ベ ル が 上 述 し た 最 大 の 高 さ
に 達 す る や 否 や 生 ず る で あ ろ う 最 適 な 動 作 が 実 現 さ れ る に は 、 数 サ イ ク ル か か る で あ ろ う
。 こ れ は ま た 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ に 対 し て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ 変 形 例 ）
変 形 は 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 前 述 の 実 施 の 形 態 の 両 方 に な さ れ る 。 次 は 、 い
く つ か の 変 形 の 例 で あ る 。
１ ． 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 ポ ン ピ ン グ 相 の 終 了 時 に 、 前 記 弁 １ ６ ａ 、 １ ６
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ｂ を 開 く 代 わ り に 、 前 記 ポ ン プ ３ ２ は 、 前 記 流 体 を 前 記 貯 留 部 １ ０ か ら 前 記 貯 留 部 １ ２ に
汲 み 上 げ る よ う に 接 続 す る よ う に で き る 。
２ ． 前 記 貯 留 部 １ ０ 、 ５ ０ の 内 部 に お け る 前 記 吐 出 流 路 ２ ０ 、 ５ ５ の 末 端 は 、 最 適 な 動 作
を 保 証 す る た め に 種 々 の レ ベ ル に 位 置 す る よ う に す る こ と が で き る 。
３ ． マ ル チ 貯 留 部 仕 様 の 設 置 が 可 能 で あ る 。 該 仕 様 で は 、 前 記 貯 留 部 １ ２ 、 ５ ２ が 、 各 々
前 記 貯 留 部 １ ０ 、 ５ ０ に 類 似 す る 一 連 の ２ 以 上 の 貯 留 部 に 利 用 さ れ る で あ ろ う 。 こ の 場 合
に は 、 一 連 の 前 記 貯 留 部 １ ０ 、 ５ ０ の 貯 留 部 の １ の 底 か ら 液 体 を 汲 み 上 げ る 間 に 、 他 の 貯
留 部 と 結 合 し て い る 前 記 弁 が 開 く で あ ろ う 。
４ ． 前 記 吸 引 口 に あ る 逆 止 弁 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 お よ び ／ ま た は 前 記 吐 出 用 逆 止 弁 ２ ４ は 、
オ ン ／ オ フ の プ ロ セ ス 弁 に よ っ て 置 き 換 え ら れ る 。
５ ． 前 記 ポ ン プ ３ ２ 、 ７ ２ は 、 多 段 の 遠 心 力 利 用 の ポ ン プ で あ っ て も よ い 。
６ ． 図 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 ２ つ の 独 立 な ポ ン プ が 前 記 貯 留 部 ５ ０ 、 ５ ２ と 各 々 結 合
し て も よ い 。
７ ． 浮 袋 の よ う な も の が 、 前 記 貯 留 部 １ ０ 、 ５ ０ 内 の 前 記 気 体 か ら 前 記 液 体 を 単 離 す る た
め に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
８ ． 本 発 明 の シ ス テ ム お よ び 方 法 は 、 ２ 相 流 体 の 使 用 ま た は 油 井 流 体 を 処 理 す る 炭 化 水 素
回 収 シ ス テ ム に 限 定 さ れ な い が 、 単 一 相 流 体 の 任 意 の タ イ プ が 圧 縮 さ れ る よ う な 環 境 に も
同 様 に 適 用 で き る 。
９ ． 「 貯 留 部 」 と い う 表 現 が 、 上 で 用 い ら れ て い る け れ ど も 、 タ ン ク 、 容 器 、 ド ラ ム 缶 、
入 れ 物 等 の よ う な 任 意 の 道 具 が 、 前 記 流 体 を 収 容 す る た め に 使 用 し て も 良 い 点 を 理 解 す べ
き で あ る 。
１ ０ ． 「 流 路 」 と い う 表 現 が 、 上 で 用 い ら れ て い る け れ ど も 、 パ イ プ 、 流 路 、 管 路 、 ホ ー
ス 等 の よ う な 任 意 の 道 具 が 、 流 体 を 移 送 す る た め に 使 用 さ れ る 。 他 の 変 更 、 変 化 お よ び 置
き 換 え は 前 述 の 開 示 に お い て 意 図 さ れ て い る の で 、 添 付 し た 請 求 の 範 囲 は 、 広 く か つ 発 明
の 範 囲 と 矛 盾 し な い よ う に 構 成 さ れ る の が 適 当 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る シ ス テ ム お よ び 方 法 を 示 す 概 略 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る シ ス テ ム お よ び 方 法 を 示 す 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 １ ２ 、 ５ ０ 、 ５ ２ … 貯 留 部
１ １ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ８ 、 ３ ０ 、 ５ ４ 、 ５ ５ 、 ６ ０ 、 ６ ６ 、 ７ ０ 、 ７ ４ 、 ７ ４ ａ 、 ７
４ ｂ … 流 路
１ ６ ａ 、 １ ６ ｂ … 弁
１ ８ ａ 、 １ ８ ｂ … 支 流 路
２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ３ ４ 、 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ 、 ５ ７ ａ 、 ５ ７ ｂ … 逆 止 弁
２ ２ 、 ６ ０ … 吐 出 流 路
２ ４ … 吐 出 用 逆 止 弁
３ ２ 、 ７ ２ … 回 転 ポ ン プ
３ ４ … 逆 止 弁
３ ６ 、 ４ ０ 、 ７ ６ ａ 、 ７ ６ ｂ 、 ８ ０ ａ 、 ８ ０ ｂ … レ ベ ル 制 御 装 置
３ ８ 、 ４ ２ 、 ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ 、 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ … 電 気 伝 導 体
６ ７ 、 ７ ５ … ３ 方 弁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 2月 28日 (2002.2.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 吐 出
流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 圧 縮 し か つ そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流
路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 流 体 を 移 送 す
る た め に 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留
部 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 に あ る 前 記 流 体 を 、
前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に ま で 汲 み 上 げ る た め の ポ ン プ と 、 を 有 す る
流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 流 体 は 、 重 力 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 ２
の 貯 留 部 に 流 れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制 御 す る た め に 、
前 記 第 ２ の 貯 留 部 と 結 合 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ と 結 合 す る 制 御 装 置 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １
に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 降 下 す る こ と
に 応 答 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 す る こ と
に 応 答 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 流 路 内 に 置 か れ た 流 れ 制 御 弁 を さ ら に 有 し 、 該 流 れ 制 御 弁 は 、 前 記 第 １ の 流 路
を 通 っ て 流 体 が 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の 位 置 と 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 体 が 流
れ る こ と を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 を 動 き う る 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に あ る 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 流 れ 制 御 弁 の
動 作 を 制 御 す る た め に 前 記 流 れ 制 御 弁 と 接 続 し て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ポ ン プ は 、 ま た 、 前 記 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記
第 ２ の 流 路 に ま で 汲 み 上 げ る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
選 択 的 に 前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部
に ま で 、 ま た は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 第 ２ の 貯 留 部 ま で 流 れ る
こ と を 可 能 と す る た め に 前 記 第 １ の 流 路 お よ び 第 ２ の 流 路 内 で 各 々 結 合 す る ２ つ の 流 れ 制
御 弁 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 流 体 は ２ 相 流 体 で あ り 、 前 記 ２ 相 流 体 の 液 体 部 分 は 、 各 貯 留 部 に お い て 、 前 記 気 体 部
分 か ら 分 離 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
流 体 を 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 に 導 入 す る 工 程 と 、 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の
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前 記 流 体 を 圧 縮 し か つ 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 前
記 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 流 体 が 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の
位 置 と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ の 流 体 の 流 れ を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と
の 間 で 、 流 体 制 御 弁 を 作 動 さ せ る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 の 残 り 部 分 の 一
部 を 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 す る 工 程 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 流 体 は 、 重 力 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 移 送 さ れ る 請 求 項
１ １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ
る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 で の 予 め 定 め た 流 体 レ ベ ル に 応 答 し て 、 前 記 汲 み 上 げ を 制 御 す る 工 程
を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と に 応 答 し て 前 記 汲 み
上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 し た こ と に 応 答 し て 前 記 汲
み 上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に お け る 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 に 達 し た こ と に 応 答 し て 、 前 記 流
れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求
項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 汲 み 上 げ 工 程 は 、 単 一 の ポ ン プ に よ っ て 実 行 さ れ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法
。
【 請 求 項 ２ ０ 】
選 択 的 に 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 、 ま た は 流 体 を 前 記 第 １ の 貯
留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 流 す よ う に ２ つ の 流 れ 制 御 弁 を 作 動 さ せ る 工 程 を 有 す る 請
求 項 １ ９ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 流 体 は 、 ２ 相 流 体 で あ り 、 前 記 流 体 の 液 体 部 分 は 各 貯 留 部 に お い て 、 気 体 部 分 か ら 分
離 さ れ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 吐 出
流 路 と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留
部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮 し そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧
力 の 下 で 、 流 体 を 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る た め の ポ ン プ と
、 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 流 路 お よ び
第 ２ の 流 路 内 で 、 選 択 的 に 前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 １ の 流 路 を 通 り 前 記
第 １ の 貯 留 部 に ま で 、 ま た は 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 、 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 り 、 前 記 第 ２ の
貯 留 部 ま で 流 れ る こ と を 可 能 に す る た め に 各 々 接 続 さ れ た ２ つ の 流 れ 制 御 弁 と を 有 す る と
と も に 、 前 記 ポ ン プ は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る 流 体
圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 貯 留 部 内 の 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制 御 す る た め に 、 各 貯 留 部
と 結 合 し か つ 前 記 ポ ン プ と 接 続 し た 制 御 装 置 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮
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シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 流 れ 制 御 弁 と 接 続 し 、 前 記 貯 留 部 内 に あ る 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か
つ 前 記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
第 １ の 貯 留 部 か ら 第 ２ の 貯 留 部 へ 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 流 体 を 圧 縮 し そ れ を 前 記 第 ２ の
貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 前 記 流 体 を 汲 み 上 げ る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 が 予 め 定 め た 体 積 よ り 減 少 す る こ と に 応 答 す る 工 程 と 、 流
体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 ま で 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮
し 、 そ れ を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 汲 み 上 げ る 工 程 と 、 を 有 す
る 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 が 予 め 定 め た 体 積 よ り 減 少 す る こ と を 検 出 す る 工 程 と 、 流
体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 に あ る 前 記 流 体 を 圧
縮 し か つ そ れ を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 汲 み 上 げ る 工 程 を 有
す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
流 体 を 受 け 入 れ る た め の 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び
る 吐 出 用 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 を 圧 縮 し て 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐
出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ
移 送 す る た め に 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 １
の 貯 留 部 に あ る 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 移 送 す る た め に 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記 第 ２
の 貯 留 部 へ 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と を 有 す る と と も に 、 前 記 流 体 は 、 ２ 相 流 体 で あ っ て 、 前
記 ２ 相 流 体 の 液 体 部 分 は 、 各 貯 留 部 に お い て 気 体 部 分 か ら 分 離 さ れ て い る 流 体 圧 縮 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
流 体 を 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 に 導 入 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 に あ る 前 記
流 体 を 圧 縮 し て 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 、 前 記 第 ２
の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 液 体 を 移 送 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 に あ る 流 体 の
前 記 残 り 部 分 の 一 部 を 第 ２ の 貯 留 部 に 汲 み 上 げ る 工 程 と を 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 で の 予 め 定 め た 流 体 レ ベ ル に 応 答 し て 、 前 記 ポ ン プ を 制 御 す る 工 程 を さ
ら に 有 す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 に あ る 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が っ た こ と に 応 答 し て 前 記
汲 み 上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 に あ る 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 し た こ と に 応 答 し て 、 前
記 汲 み 上 げ を 制 御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に ま で 流 れ る こ と を 可 能 に す る 第 １ の 位 置
と 、 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に ま で 流 れ る こ と を 阻 止 す る 第 ２ の 位
置 と の 間 で 弁 を 作 動 さ せ る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
第 ２ の 貯 留 部 内 の 液 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 に 達 す る こ と に 応 答 し て 、 前 記 弁 の 動 作 を 制
御 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 で の 前 記 流 体 レ ベ ル を 検 知 し て 、 前 記 弁 の 動 作 を 制 御 す る 工 程 を さ ら
に 有 す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
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前 記 流 体 が 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に ま で 汲 み 上 げ る 工 程 を さ ら に 有 す る
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
汲 み 上 げ 工 程 は 同 一 の ポ ン プ に よ っ て 実 行 さ れ る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 流 体 圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
２ つ の 流 体 制 御 弁 を 、 選 択 的 に 、 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 に ま で 流
れ る こ と を 可 能 と し ま た は 、 選 択 的 に 、 流 体 が 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に
ま で 流 れ る こ と を 可 能 と す る よ う に 作 動 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 流 体
圧 縮 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 吐 出
流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 に あ る 流 体 を 圧 縮 し 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 吐 出 流 路 に 流 出
さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 前 記 流 体 の 流 れ を 可 能
と す る た め に 前 記 第 ２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の
貯 留 部 内 の 流 体 の 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ の 流 れ を 可 能 と す る た め に 前 記 第 １ の 貯 留 部 を 前 記
第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 前 記 第 １ の 流 路 内 に 設 け ら れ 流 体 が 前 記 第 １ の 流
路 を 通 っ て 流 れ る こ と を 可 能 と す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 流 体 が 流 れ る こ
と を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 で 動 き 得 る 流 れ 制 御 弁 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 流 体 は 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 り 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に ま で 重 力 で
流 れ る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 流 体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 り 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に ま で 汲 み 上 げ
る た め の ポ ン プ を さ ら に 有 す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 と 結 合 し 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し か つ 前 記 ポ ン
プ の 動 作 を 制 御 す る た め に 前 記 ポ ン プ と 接 続 し た 制 御 装 置 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ４ ０ に 記
載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と に
応 答 す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 す る こ と
に 応 答 す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
前 記 ポ ン プ は 、 ま た 、 前 記 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 流 路 を 通 っ て 前 記 第 １
の 貯 留 部 ま で 前 記 流 体 を 汲 み 上 げ る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 前 記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る た め の セ
ン サ を さ ら に 有 す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
前 記 第 ２ の 流 路 に 設 け ら れ 、 か つ 、 流 体 が 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 流 れ る こ と を 可 能 と す
る 第 １ の 位 置 と 、 流 体 が 前 記 第 ２ の 流 路 を 通 っ て 流 れ る こ と を 阻 止 す る 第 ２ の 位 置 と の 間
で 動 き 得 る 流 れ 制 御 弁 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る た
め の セ ン サ を さ ら に 有 す る 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
前 記 流 体 は ２ 相 流 体 で あ っ て 、 前 記 ２ 相 流 体 の 前 記 液 体 部 分 は 各 貯 留 部 内 に お い て 前 記 気
体 部 分 か ら 分 離 し て い る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ４ ９ 】
流 体 を 受 け 入 れ る 第 １ の 貯 留 部 お よ び 第 ２ の 貯 留 部 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 第 １
の 吐 出 流 路 と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 伸 び る 第 ２ の 吐 出 流 路 と 、 前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前
記 流 体 を 圧 縮 し 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で
前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 ま で の 前 記 流 体 の 流 れ を 可 能 と す る た め に 前 記 第
２ の 貯 留 部 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 接 続 す る 第 １ の 流 路 と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体
を 圧 縮 し 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 吐 出 流 路 に 流 出 さ せ る た め の 圧 力 の 下 で 前 記 流
体 を 前 記 第 １ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ の 流 れ を 可 能 と す る た め に 前 記 第 １ の 貯 留
部 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 に 接 続 す る 第 ２ の 流 路 と 、 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し て 、
選 択 的 に 、 流 体 を 前 記 第 ２ の 貯 留 部 か ら 前 記 第 １ の 貯 留 部 へ 流 し 、 か つ 前 記 第 １ の 貯 留 部
か ら 前 記 第 ２ の 貯 留 部 へ 流 す た め の 手 段 と 、 を 有 す る 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
前 記 手 段 は 、 前 記 流 路 で 接 続 し た ポ ン プ を 有 す る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ １ 】
前 記 第 １ の 流 路 の 一 部 は 、 前 記 第 ２ の 流 路 の 一 部 を 形 成 し 、 前 記 ポ ン プ は 前 記 流 路 の 一 部
に あ る 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
各 貯 留 部 内 で の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ の 動 作 を 制 御 す る た め に 、 各 貯
留 部 と 結 合 し 、 か つ 前 記 ポ ン プ と 接 続 す る 制 御 装 置 を 有 す る 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 流 体 圧 縮
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 貯 留 部 内 の 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 下 が る こ と に 応 答 す る 請
求 項 ５ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 貯 留 部 内 で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 予 め 定 め た 値 よ り 上 昇 す る こ と に 応
答 す る 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
前 記 手 段 は 、 選 択 的 に 、 前 記 第 １ の 流 路 お よ び 第 ２ の 流 路 を 各 々 通 る 前 記 流 体 の 流 れ を 制
御 す る た め に 、 さ ら に 、 前 記 第 １ の 流 路 お よ び 第 ２ の 流 路 内 で 各 々 結 合 し た 第 １ の 流 れ 制
御 弁 お よ び 第 ２ の 流 れ 制 御 弁 を 有 す る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
前 記 第 １ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 前 記 第 １ の 流 れ 制 御 弁 の 動 作 を 制 御 す る
た め の セ ン サ と 、 前 記 第 ２ の 貯 留 部 内 の 前 記 流 体 レ ベ ル に 応 答 し 、 前 記 第 ２ の 流 れ 制 御 弁
の 動 作 を 制 御 す る た め の セ ン サ と 、 を さ ら に 有 す る 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 流 体 圧 縮 シ ス テ ム
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
も し 、 上 述 し た サ イ ク ル の 初 期 に お い て 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 、 前 記 貯
留 部 ５ ０ で の 前 記 流 体 レ ベ ル が 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ａ の レ ベ ル に 到 達 す る 前 に 、 前 記 制 御 装
置 ８ ０ ｂ の レ ベ ル に 到 達 す る な ら ば 、 前 記 制 御 装 置 ８ ０ ｂ は 、 前 記 ポ ン プ ７ ２ （ そ れ は 、
前 の サ イ ク ル で は 停 止 さ れ て い る と 仮 定 す る ） を 駆 動 す る た め に 前 記 ポ ン プ ７ ２ の セ ン サ
に 信 号 を 出 力 す る 。 前 記 弁 ６ ７ 、 ７ ５ は 、 す で に 上 述 し た 第 ２ の 位 置 に あ る の で 、 前 記 ポ
ン プ ７ ２ は 、 前 記 貯 留 部 ５ ２ の 下 側 部 分 に あ る 液 体 を 前 記 流 路 ７ ４ ｂ 、 前 記 弁 ７ ５ 、 前 記
流 路 ７ ４ 、 前 記 ポ ン プ お よ び 前 記 流 路 ７ ０ を 通 っ て お よ び 前 記 弁 ６ ７ お よ び 前 記 流 路 ６ ６
を 通 っ て 前 記 貯 留 部 ５ ０ に ま で 汲 み 上 げ る 。 前 記 貯 留 部 ５ ０ に 流 入 す る 液 体 は 、 後 者 の 貯
留 部 に あ る 流 体 を 圧 縮 し て 前 記 貯 留 部 に あ る 流 体 圧 力 を 増 加 さ せ る 。 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の
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前 記 圧 力 が 吐 出 用 逆 止 弁 ５ ７ ａ で 下 流 側 の 圧 力 を 超 え る な ら ば 、 前 記 貯 留 部 ５ ０ 内 の 前 記
流 体 は 前 記 貯 留 部 か ら 前 記 流 路 ５ ５ お よ び 前 記 吐 出 流 路 ６ ０ を 通 っ て 流 出 さ れ る 。
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